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このドキュメントの使用法

このドキュメントでは、サポートされているブレードシャーシにブレードを取り付
ける方法と、ソフトウェアおよびファームウェアのアップデートおよびリリースを
ダウンロードする方法について説明します。

■ 5ページの「プロダクトノート」
■ 5ページの「関連ドキュメント」
■ 6ページの「フィードバック」
■ 6ページの「サポートとアクセシビリティー」

プロダクトノート
この製品に関する最新の情報と既知の問題については、次の場所にあるプロダクト
ノートを参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=NetraBladeX3-2B

関連ドキュメント

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Netra Blade X3-2B http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=NetraBladeX3-2B

Sun Netra 6000モジュラーシステム http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=Netra6000

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)
3.1

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

Oracle Hardware Management Pack http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmp
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フィードバック
このドキュメントについてのフィードバックをお寄せください。

http://www.oracle.com/goto/docfeedback

サポートとアクセシビリティー

説明 リンク

My Oracle Supportを通じた電子的
なサポートへのアクセス

http://support.oracle.com

聴覚障害の方へ:

http://www.oracle.com/accessibility/support.html

アクセシビリティーに対する
Oracleのコミットメントについ
て

http://www.oracle.com/us/corporate/accessibility/index.html

トレーニングに関する情報 http://education.oracle.com

フィードバック
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ブレードの機能とコンポーネント

このセクションでは、OracleのNetra Blade X3-2Bの機能と製品仕様の概要について説
明します。

タスク リンク

ブレードの機能を確認します。 7ページの「ブレードの機能」

フロントパネルの各機能の位置を確認します。 9ページの「ブレードのフロントパネルの機
能」

背面パネルの各機能の位置を確認します。 11ページの「ブレードの背面パネルの機能」

UEFI BIOSについて説明します。 12ページの「UEFI BIOS」

製品仕様を確認します。 12ページの「仕様」

ブレードの機能

機能 説明

シャーシの互換性 Sun Netra 6000モジュラーシステムと PCIe 2.0ミッドプレーン
(モデルA90-BとA90–Dでは標準)。

各シャーシに対応するOracle ILOM CMMファームウェアの最
小バージョン:
■ A90–B: CMM ILOM 3.0.12.11b (ソフトウェアリリース 3.3.3)
■ A90–D: CMM ILOM 3.1 (ソフトウェアリリース 4.2)

シャーシミッドプレーンおよび
内蔵 I/O

■ シャーシの PCIe EMスロットに対する、2個の (x8) PCIe 2.0
バス接続

■ REMスロットに対する、1個の (x8) PCIe 2.0バス接続

■ FEMスロットに対する、2個の (x8) PCIバス接続。PCEIe
ポートの速度は FEMごとに異なります

■ FEMに搭載されたNEM用の 10/100/1000/10000 BASET
Ethernetポート 2つ
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機能 説明

CPU 2つのCPU (Intel Xeon E5-2658、8コア、2.1GHz、20Mバイト
キャッシュ、8.0 GT/s QPI、Turbo Boost、95W、ヒートシンク付
き)をサポートします。

背面 I/O ブレード背面のデュアル内蔵USBドライブポート。大半のブ
レードでは、ポート 0のUSBドライブにOracle System Assistant
がインストールされます。ポートの制限事項とOSAの設定に
関する重要な情報については、51ページの「ソフトウェアと
ファームウェアの設定」を参照してください。

フロントパネル I/O 1つのユニバーサルコネクタポート (UCP)をマルチポート (ドン
グル)ケーブルで使用できます。マルチポートケーブルは、次
のインタフェース接続を提供します。
■ VGAグラフィックスポート
■ RJ-45シリアル管理ポート
■ デュアルUSBポート (キーボード、マウス、USBドライブ)

フロントパネルには、USB 2.0ポートが、前面に 2つ、内部に 2
つあります。

メモリー 全部で 24個 (CPUごとに 12スロット)の ECCメモリースロット
付きレジスタードDDR3 DIMM。サポートされているメモ
リーの詳細は、『Netra Blade X3-2Bプロダクトノート』を参照
してください。

Network Express Module (NEM)互
換

10 GbEと 1 GbEの両方のNEMインタフェースがサポートされ
ています。

サポートされているNEMの詳細は、『Netra Blade X3-2Bプロダ
クトノート』を参照してください。

オペレーティングシステム オプションで、Oracle Solarisをブレードにプリインストールで
きます。Oracle Solaris、Linux、Windowsなどのオペレーティン
グシステムがサポートされています。ブレードでサポートされ
ているOSバージョンの完全なリストについては、『Netra
Blade X3-2Bプロダクトノート』を参照してください。

仮想化ソフトウェア Oracle VMソフトウェアがサポートされており、ブレードにオ
プションでプリインストールできます。ブレードで
は、VMware ESXiもサポートされています。サポートされてい
るバージョンについては、『Netra Blade X3-2Bプロダクト
ノート』を参照してください。

ブレードの機能
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機能 説明

サービスプロセッサ (SP) AST2300 SPは、IPMI 2.0準拠のリモート管理機能を提供しま
す。SPの機能は次のとおりです。
■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOMバージョン 3.1)
■ シリアル接続を使用したローカルOracle ILOMコマンド行
アクセス

■ ミッドプレーンへの 10/100管理 Ethernetポート
■ IP経由のリモートのキーボード、ビデオ、マウス、および
ストレージ (KVMS)

ストレージ ■ SAS/SATA 2.5インチディスクベイ x 4。サポートされている
ハードドライブの詳細は、『Netra Blade X3-2Bプロダクト
ノート』を参照してください。

■ 内蔵USB 2.0ポート x 2。シャーシからブレードを取り外す
とアクセスできます。

■ フロントパネルUSB 2.0ポート x 2。

■ 次の 2つのオプションの LSI REMホストバスアダプタがサ
ポートされています。
Sun Storage 6Gb/s SAS REM HBA (SGX-SAS6-REM-Z)
Sun Storage RAID 6Gb/s SAS RAID REM HBA
(SGX-SAS6-R-REM-Z)

詳細は、59ページの「オペレーティングシステムをインス
トールするストレージデバイスの準備」を参照してください。

ビデオ 8Mバイトのビデオメモリーで最大 1280x1024の解像度がサ
ポートされます。

関連情報
■

■ 12ページの「仕様」
■ 9ページの「ブレードのフロントパネルの機能」
■ 11ページの「ブレードの背面パネルの機能」

ブレードのフロントパネルの機能

ブレードのフロントパネルの機能
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1 位置特定 LED (白)。ボタンを押してブレードを識別します。

2 取り外し可能 LED (青)。主電源が切断されています。

3 保守要求 LED (オレンジ色)。障害状態が発生しました。

4 OK/電源 LED (緑)。モード:
■ SPブート -高速点滅 (0.125秒オン、0.125秒オフ)。
■ スタンバイ電源 -点滅 (0.1秒オン、2.9秒オフ)。
■ ホストブート -ゆっくり点滅 (0.5秒オン、0.5秒オフ)。
■ 全電力 -常時点灯。

ブレードのフロントパネルの機能
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5 電源ボタン。短く押すと、ブレードのスタンバイ電源と全電力が切り替わりま
す。

注意 –ブレードが全電力モードのときに電源ボタンを 4秒以上押し続けると、即
時停止が開始され、スタンバイ電源モードになります。データ損失が発生する可
能性があります。

6 NMIボタン (Oracle保守専用)。

7 シリアル番号ラベル。

8 USB 2.0ポート x 2。

9 ユニバーサルコネクタポート (UCP)。マルチポート (ドングル)ケーブルに使用し
ます。

10、11、12、13 ハードドライブ (HDD)。

関連情報
■ 11ページの「ブレードの背面パネルの機能」
■

■ 7ページの「ブレードの機能」
■ 12ページの「仕様」

ブレードの背面パネルの機能
次の図に、ブレードの背面パネルの機能を示します。

ブレードの背面パネルの機能
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1 電源コネクタ 3 I/Oコネクタ

2 背面コネクタカバー (取り外し) 4 USBフラッシュドライブ 2、3

UEFI BIOS
Netra Blade X3-2Bには、Unified Extensible Firmware Interface (UEFI)準拠の BIOSが組み
込まれており、旧バージョンの BIOSに比べて豊富なブートオプションとアダプタ
カードの構成機能を備えています。

また、UEFIドライバが組み込まれていないソフトウェアやアダプタ用にレガ
シーバージョンの BIOSも用意されています。デフォルトの設定は、レガ
シーバージョンです。

UEFI BIOSの詳細は、『Netra Blade X3-2B管理ガイド』を参照してください。

仕様
次のトピックでは、ブレードの寸法、電気、および環境の仕様について説明しま
す。

UEFI BIOS
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ブレードの寸法

仕様 値

高さ 12.87インチ (327 mm)

幅 1.69インチ (43 mm)

奥行 19.6インチ (497 mm)

重量 20ポンド (9kg)

電気的仕様

仕様 値

電圧 (公称) シャーシのバックプレーンから 12 Vメイン

シャーシのバックプレーンから 3.3 V AUX

電力 (最大) 604 W (最大動作電力)

注 – Oracle ILOMを使用すると、シャーシとブレードの電力を監視することもできま
す。詳細は、次の場所にあるOracle ILOMのドキュメントを参照してくださ
い。http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

環境仕様

仕様 値

動作時の温度 5 - 45° C

動作時の湿度 5 - 85% (結露なし)

5 - 90% (NEBS短期間)

動作時の高度 35 °Cで最高 4000 m、45 °Cで最高 1800 m

非動作時の温度 (保管時) -40 - 70° C

非動作時の湿度 93% (結露なし、最大 40° C)

内蔵USBポート

ブレードには内蔵USBポートが 2基搭載されています。

仕様
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内蔵USBポートのうち 1基には、Oracle System Assistantが格納されたUSBドライブ
が事前に取り付けられていることがあります。Oracle System Assistantの詳細
は、『Netra Blade X3-2B管理ガイド』を参照してください。

標準USB 2.0インタフェースのUSBフラッシュドライブは、サードパーティーから入
手できます。次の図に示すように、USBフラッシュドライブは、幅 2.7 mm x長さ
32.0 mm以内である必要があります。

注意 –このサイズより大きなUSBデバイスを使用すると、USBポートを破損する可能
性があります。

関連情報
■

■ 7ページの「ブレードの機能」
■ 9ページの「ブレードのフロントパネルの機能」
■ 11ページの「ブレードの背面パネルの機能」

仕様
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ブレードの取り付け

このセクションでは、Sun Netra 6000モジュラーシステムシャーシへのブレードの取
り付けに関連するタスクについて説明します。

■ 15ページの「取り付けの概要」
■ 16ページの「ブレードの取り付け準備」
■ 16ページの「出荷目録一覧」
■ 17ページの「ESDと安全対策」
■ 18ページの「追加コンポーネント」
■ 19ページの「シャーシの準備」
■ 19ページの「ブレードを取り付ける」

取り付けの概要
次の表に、Netra Blade X3-2Bの取り付けを完了するために必要なタスクの一覧を示し
ます。

手順 説明 リンク

1 ブレードの機能を確認します。 7ページの「ブレードの機能とコンポーネン
ト」

2 取り付けの準備を行います。 16ページの「ブレードの取り付け準備」

3 ブレードをモジュラーシステムシャーシ
に取り付けます。

19ページの「ブレードを取り付ける」

4 ブレードの配線を行います。 23ページの「ブレードの配線」

5 Oracle ILOMを設定します。 29ページの「Oracle ILOMへの接続」

6 システムのソフトウェアとファーム
ウェアを設定します。

51ページの「ソフトウェアとファームウェア
の設定」

7 OSをインストールするためのスト
レージドライブを準備します。

59ページの「オペレーティングシステムをイ
ンストールするストレージデバイスの準備」
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手順 説明 リンク

8 インストール済みのOSを構成します。 69ページの「インストール済みOracle Solaris
OSの構成」

77ページの「インストール済みOracle VMソ
フトウェアの構成」

9 インストールの問題をトラブル
シューティングします。

85ページの「インストールに関する問題のト
ラブルシューティング」

ブレードの取り付け準備
ブレードを取り付ける前に、次の情報を確認します。

タスク リンク

ブレード出荷キットの内容を確認します。 16ページの「出荷目録一覧」

ESDおよび安全性に関する注意事項を確認しま
す。

17ページの「ESDと安全対策」

追加コンポーネントを取り付けます。 18ページの「追加コンポーネント」

シャーシを準備します。 19ページの「シャーシの準備」

出荷目録一覧
ブレードの標準構成は、工場で組み立てられ、Sun Netra 6000シリーズシャーシに取
り付け可能な状態で出荷されます。

梱包箱に含まれる標準のブレードコンポーネントは、次のとおりです。

ブレードの取り付け準備
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図の凡例 説明

1 ドキュメント

2 ブレード

3 箱

4 顧客情報シート

関連情報
■ 92ページの「システムのシリアル番号の確認」
■ 18ページの「追加コンポーネント」

ESDと安全対策
電子機器は、静電気により損傷する可能性があります。

注意 –システムが損傷する可能性があります。次のESD対策を実施して電子部品を静
電気損傷から保護してください。静電気損傷が発生すると、システムが永久に使用
不能になったり、保守担当者による修理が必要になったりすることがあります。

■ コンポーネントは、静電気防止用マット、静電気防止バッグ、使い捨て静電気防
止マットなどの静電気防止面の上に置きます。

■ システムコンポーネントを取り扱うときは、シャーシの金属面に接続された静電
防止用アースストラップを着用してください。

ESDと安全対策
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ブレードを取り付ける前に、『Netra Blade X3-2B Safety and Compliance Guide』の安全
に関する情報に目を通してください。

注 –このブレードは、Reduction of Hazardous Substances (RoHS)指令に完全に準拠して
います。

関連情報
■ 18ページの「追加コンポーネント」
■ 19ページの「ブレードを取り付ける」

追加コンポーネント
標準構成とは別に購入したオプションのブレードコンポーネントは、別に出荷され
ます。オプションコンポーネントの取り付けは、ほとんどの場合、ブレードを
シャーシに取り付ける前に行う必要があります。

次のオプションのブレードコンポーネントを注文および別途購入できます。

■ DDR3 DIMMメモリーキット
■ SASストレージドライブ
■ マルチポート (またはドングル)ケーブル
■ ファブリック拡張モジュール (FEM)
■ RAID拡張モジュール (REM)
■ オペレーティングシステムソフトウェア

サポートされるコンポーネントとそのパーツ番号は、将来通知なしに変更される可
能性があります。最新の一覧については、次を参照してください。https://

support.oracle.com/handbook_private/

注 –このサイトにアクセスするには、Oracle Webアカウントが必要です。

ブレードの名前とモデルをクリックします。表示されたブレードの製品ページ
で、「Full Components List」をクリックしてコンポーネントの一覧を表示します。

上部カバーの保守用ラベル、または『Netra Blade X3-2Bサービスマニュアル』のコン
ポーネント取り付け手順を参照してください。

関連情報
■ 17ページの「ESDと安全対策」
■ 19ページの「ブレードを取り付ける」

追加コンポーネント
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シャーシの準備
Sun Netra 6000モジュラーシステムシャーシには 4つのモデルがあります。2つはAC
で、あとの 2つはDCです。ブレードを取り付けるモジュラーシステムシャーシ
が、サポートされているハードウェアとファームウェアで動作し、障害がないこと
を確認します。次を確認してください。

✓ シャーシのミッドプレーンが PCIe 2.0 (モデルN6000-ACまたはN6000-DCでは標
準)をサポートしていること。ミッドプレーンのバージョン確認方法に関する最
新情報については、『Sun Netra 6000モジュラーシステムご使用にあたって』を参
照してください。

✓ シャーシ監視モジュール (CMM)では、少なくとも、シャーシモデルと対応する
最小ファームウェアバージョンが次のように規定されています。

■ A90–B: CMM ILOM 3.0.12.11b (ソフトウェアリリース 3.3.3)
■ A90–D: CMM ILOM 3.1 (ソフトウェアリリース 4.2)

✓ シャーシに必要なすべての電源ケーブルとデータケーブルが接続されているこ
と。

✓ 使用しているブレードでサポートされている network express module (NEM)が
シャーシに取り付けられており、問題なく動作していること。サポートされてい
るNEMの詳細は、『Netra Blade X3-2Bプロダクトノート』を参照してください。

シャーシコンポーネントの取り付け、シャーシへのケーブルの接続、シャーシの電
源投入については、次の場所にある Sun Netra 6000モジュラーシステムのドキュメン
トを参照してください。http://docs.oracle.com/cd/E19938-01/

関連情報
■ 19ページの「ブレードを取り付ける」

▼ ブレードを取り付ける
16ページの「ブレードの取り付け準備」に記載されているすべての手順を実行
し、すべての要件を満たします。

シャーシ内で空いているブレードスロットを見つけ、スロットフィラーパネルを外
します。

取り外しアームハンドルの両端をつまんでロックを外し、レバーをオープン位置ま
で外側に回転させて、フィラーパネルを取り出します。

フィラーパネルはあとで使用するので保管しておきます。

始める前に

1

シャーシの準備
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注意 –ブレードをスロットに取り付けない場合は、スロットのフィラーパネルを取り
外さないでください。スロットのフィラーパネルは、電磁妨害 (EMI)に関する FCC
の標準を満たすために必要です。空のスロットがあるシャーシを 60秒以上動作させ
ないでください。シャーシが停止する可能性を少なくするため、空のスロットには
必ずフィラーパネルを挿入してください。

ブレードから背面コネクタカバーを取り外します。

背面コネクタカバーの位置については、11ページの「ブレードの背面パネルの機
能」を参照してください。

両方のブレード取り外しレバーを開き、取り外しレバーが右側にくるようにブ
レードを垂直に置きます。

次のようにしてブレードを取り付けます。

a. ブレードをスロットに止まるまで押し込み、シャーシ前面と同じ高さになるよう
にします (1を参照)。

b. ブレードをシャーシに固定します。上下の取り外しレバーが所定の位置にくるま
で、上の取り外しレバーを下向きに回転させ、下部の取り外しレバーを上向きに
回転させます (2を参照)。

これで、ブレードがシャーシに固定されます。

ブレードの LEDが正しく点灯していることを確認します。

ブレードを電源の入っているシャーシに取り付けると、ブレードの SPがシャーシ電
源装置のスタンバイ電源を使用して自動的にブートします。ブレードのフロントパ
ネルインジケータは、次のように点灯します。

2

3

4

5

シャーシの準備
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■ ブレードを装着すると、4つのブレード LEDがすべて 3回点滅します。これ
は、ブレードに電源が投入され、SPのブートプロセスが開始されたことを示しま
す。

■ 緑色のOK/電源 LEDがすばやく点滅します。これは、SPがブート中であることを
示します (0.125秒オン、0.125秒オフ)。

■ SPがブートサイクルを完了すると、緑色のOK/電源 LEDが 3秒ごとにすばやく点
滅し、ブレードがスタンバイ電源モードであることを示します。

ヒント –フロントパネルの LEDについては、9ページの「ブレードのフロントパネル
の機能」を参照してください。ブレードのインジケータ、ブレードの取り外し、電
源投入手順、およびフロントパネルのケーブル接続の詳細は、『Netra Blade X3-2B
サービスマニュアル』を参照してください。

次の手順
■ 23ページの「ブレードの配線」
■ 51ページの「ソフトウェアとファームウェアの設定」
■ 29ページの「Oracle ILOMへの接続」

参考

シャーシの準備
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ブレードの配線

このセクションでは、ブレードの配線手順を示します。

選択する配線オプションは、ブレードの設定方法およびシャーシに取り付ける追加
モジュールによって異なります。

注 –このセクションで説明する手順では、シャーシに取り付けられ、シャーシの
ミッドプレーンを介してブレードに接続された PCIe ExpressModules (PCIe EM)や
ネットワーク Express Module (NEM)の配線については対象外とします。これらのモ
ジュールの配線手順については、シャーシ、PCIe EM、またはNEMのドキュメント
を参照してください。

次の表に、従うべき配線手順の決定方法を示します。

作業内容 リンク

Oracle System Assistantを使用して
ローカルでブレードを設定します。

24ページの「3ケーブルドングルをブレードに接続する」

25ページの「VGAモニターをドングルビデオコネクタに
接続する」

26ページの「キーボードおよびマウスをドングルまたは
ブレードに接続する」

シリアル (ローカル)接続されたOracle
ILOMを使用してブレードを設定また
は管理します。

24ページの「3ケーブルドングルをブレードに接続する」

27ページの「シリアルデバイスをドングルに接続する」

ネットワーク (リモート)接続された
Oracle ILOMを使用してブレードを設
定または管理します。

27ページの「CMM NET MGTポートにケーブルを接続す
る」
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関連情報
■ 29ページの「Oracle ILOMへの接続」

▼ 3ケーブルドングルをブレードに接続する
システムシャーシには次のドングルケーブルが付属しています。このケーブルによ
り、Netra Blade X3-2Bに通信デバイスを直接接続できます。

3-Cable Dongle II (パート番号X4622A-N)

このケーブルには、VGAコネクタ、RJ-45シリアルコネクタ、1つのデュアルUSBコ
ネクタが付いています。

注 – 3-Cable Dongle IIは、通常、各 Sun Netra 6000シリーズのシャーシに付属していま
す。ケーブルを追加注文することもできます。

ドングルのユニバーサルコネクタポート (UCP)コネクタをブレードのUCPポートに接
続します。

ラベル コネクタ

1 VGAビデオコネクタ

2 RJ45シリアルコネクタ

3 USBコネクタ x 2

次の各セクションで説明するとおりに、ドングルの各コネクタを必要に応じてデバ
イスに接続します。

■ 25ページの「VGAモニターをドングルビデオコネクタに接続する」
■ 26ページの「キーボードおよびマウスをドングルまたはブレードに接続する」
■ 27ページの「シリアルデバイスをドングルに接続する」

1

2

関連情報
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注意 –ケーブルまたはコネクタは破損する可能性があります。ドングルケーブルは構
成と保守の目的に使用します。構成または保守の操作が終了したら、ケーブルまた
はコネクタの損傷を防ぐため、ドングルケーブルをブレードから取り外します。

▼ VGAモニターをドングルビデオコネクタに接続す
る

ブレードのフロントパネルにあるユニバーサルコネクタポート (UCP)にドングル
ケーブルを差し込みます。24ページの「3ケーブルドングルをブレードに接続す
る」を参照してください。

VGAモニターケーブルをドングルのビデオコネクタに接続します。

関連情報
■ 24ページの「3ケーブルドングルをブレードに接続する」
■ 26ページの「キーボードおよびマウスをドングルまたはブレードに接続する」
■ 27ページの「シリアルデバイスをドングルに接続する」

1

2

参考

関連情報
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▼ キーボードおよびマウスをドングルまたはブ
レードに接続する

ブレードのフロントパネルにあるユニバーサルコネクタポート (UCP)にドングル
ケーブルを差し込みます。24ページの「3ケーブルドングルをブレードに接続す
る」を参照してください。

キーボードおよびマウスをドングルまたはブレードフロントパネルのUSBコネクタ
に接続します。

関連情報
■ 24ページの「3ケーブルドングルをブレードに接続する」
■ 25ページの「VGAモニターをドングルビデオコネクタに接続する」
■ 27ページの「シリアルデバイスをドングルに接続する」

1

2

参考

関連情報
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▼ シリアルデバイスをドングルに接続する
ブレードのフロントパネルにあるユニバーサルコネクタポート (UCP)にドングル
ケーブルを差し込みます。24ページの「3ケーブルドングルをブレードに接続す
る」を参照してください。

端末デバイスまたは端末エミュレータのケーブルをドングルの SER MGTポートに接続
します。

関連情報
■ 24ページの「3ケーブルドングルをブレードに接続する」
■ 25ページの「VGAモニターをドングルビデオコネクタに接続する」
■ 26ページの「キーボードおよびマウスをドングルまたはブレードに接続する」

▼ CMM NET MGTポートにケーブルを接続する
シャーシCMMのNET MGT 0の場所を確認します。

1

2

参考

1

関連情報

27



インターネットに接続されている EthernetケーブルをCMM NET MGT 0ポートに接続し
ます。

関連情報
■ 29ページの「Oracle ILOMへの接続」

2

参考

関連情報
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Oracle ILOMへの接続

このセクションでは、Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)にアクセスし、使用
しているブレードでサービスプロセッサ (SP)のネットワーク構成を設定する方法を
説明します。

次の表に、Oracle ILOM設定タスクの情報を示します。

タスク リンク

ブレードでのOracle ILOMの使用について説明
します。

29ページの「Oracle ILOMの概要」

Oracle ILOM CMMにログインして、SPの IPア
ドレスを取得します。

35ページの「Oracle ILOM SP IPアドレスの特
定」

Oracle ILOMにログインします。 41ページの「ブレード SP Oracle ILOMへのログ
イン」

オプション: Oracle ILOMを介してホストコン
ソールにアクセスします。

45ページの「Oracle ILOM経由でのブレードコ
ンソールへのアクセス」

Oracle ILOMの概要
このサーバーは、Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)バージョン 3.1以降をサ
ポートしています。Oracle ILOMを使用すると、Netra Blade X3-2Bを管理できま
す。管理は、シャーシCMMまたはブレードのサービスプロセッサを使用して行わ
れます。

次の各セクションで、CMMおよびサーバー管理Oracle ILOMについて説明します。

■ 30ページの「接続オプション」
■ 31ページの「Oracle ILOM CMMについて」
■ 33ページの「ブレード SP Oracle ILOMについて」
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接続オプション
次の図と表に、Oracle ILOMに接続して管理タスクを実行するための方法をいくつか
示します。

番号 接続元 接続先 説明

1 (Ethernet) CMM NET
MGTポート

使用しているネット
ワーク

CMM NET MGTポートをネットワークに
接続します。

ネットワークから、CMMの IPアドレスを
使用して、CMM上のOracle ILOMにログ
インします。ログインすると、個々のブ
レード SPに移動して、そのブレードを管
理できます。

CMM CLIまたはWebインタフェースを使
用できます。

2 (シリアル接続)ブ
レード SP UCPポート
(ドングル必須)

端末デバイス 端末デバイスをブレードに接続されている
ドングルに接続します。

CLIを使用すると、ブレード SP上のOracle
ILOMにログインできます。

接続オプション
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番号 接続元 接続先 説明

3、4 (ローカルKVM接続)ブ
レード SP UCPポート
(ドングル必須)

USBキーボードとマウ
ス、およびVGAモニ
ター

USBキーボードとマウスをブレード上のド
ングル、またはフロントパネルのUSBコ
ネクタに接続します。VGAモニ
ターは、15ピンのドングルコネクタに接
続します。

SP CLIまたはWebインタフェースを使用
すると、ブレード SP上のOracle ILOMに
ログインできます。

Oracle ILOM CMMについて
Sun Netra 6000モジュラーシステムシャーシは、シャーシ監視モジュール (CMM)と呼
ばれる専用のサービスプロセッサを備えています。Oracle ILOM CMMは、シャーシ
を介してブレードのサービスプロセッサに Ethernet接続を提供します。

各シャーシモデルに対応するOracle ILOM CMMファームウェアの最小バージョンは
次のとおりです。

■ A90–B: CMM ILOM 3.0.12.11b (ソフトウェアリリース 3.3.3)
■ A90–D: CMM ILOM 3.1 (ソフトウェアリリース 4.2)

シャーシの特定方法の詳細は、『Netra Blade X3-2Bプロダクトノート』を参照してく
ださい。

Oracle ILOM CMMソフトウェアを使用すると、取り付けられたサーバーブレードや
ストレージブレードを含むすべてのシャーシコンポーネントの監視と管理を行うこ
とができます。

Oracle ILOM CMMにログインしたときのWebインタフェースの例を次の図に示しま
す。

Oracle ILOM CMMについて
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Oracle ILOM CMMにログインした状態で、CMMコマンド行インタフェース (CLI)を
使用してブレードについての情報を表示する例を次に示します。この例では、ブ
レードはシャーシブレードのスロット 1に取り付けられています。

注 – /CHターゲットは、CMM CLIでは、デフォルトで非表示になっています。この
ターゲットおよびそのサブターゲットを表示するには、次のコマンドを使用しま
す。/CMM/cli legacy_targets=enable

-> show /CH/BL1

/CH/BL1

Targets:

HOST

System

SP

Properties:

Commands:

cd

show

詳細は、次の場所にあるシステムシャーシのドキュメントを参照してください。

Oracle ILOM CMMについて
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http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=sb6000

関連情報
■ 35ページの「Oracle ILOM SP IPアドレスの特定」
■ 41ページの「ブレード SP Oracle ILOMへのログイン」

ブレード SP Oracle ILOMについて
Oracle ILOMソフトウェアでは、ブレード SPを使用して、次に示すブレードコン
ポーネントの監視および管理操作を実行できます。

■ ネットワーク情報の構成
■ SPのハードウェア構成の表示と編集
■ 重要なシステム情報の監視と記録されたイベントの表示
■ Oracle ILOMユーザーアカウントの管理

Oracle ILOM SPにログインしたときのWebインタフェースの例を次の図に示しま
す。

ブレード SP Oracle ILOMについて
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Oracle ILOM SPにログインした状態で、コマンド行インタフェース (CLI)を使用し
て、入手可能な情報を表示する例を次に示します。この例では、ブレードとその
シャーシ接続についての情報が示されています。

-> show /System

/System

Targets:

Cooling

Processors

Memory

Power

Storage

PCI_Devices

Firmware

Networking

Open_Problems (1)

BIOS

IO_Modules

SP

Properties:

health = Service Required

health_details = /SYS (Motherboard) is faulty. Type ’show

/System/Open_Problems’ for details.

open_problems_count = 1

power_state = Off

locator_indicator = Off

serial_number = 489089M-1122PR0071

ブレード SP Oracle ILOMについて
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model = ASSY,BLADE,SUN NETRA X6270 M3

type = Blade

system_fw_version = ILOM: 3.1.0.0 BIOS: 20010900

host_primary_ip_address = (none)

host_primary_mac_address = (none)

system_identifier = (none)

primary_operating_system = (none)

actual_power_consumption = 10 watts

ilom_address = 10.134.210.152

ilom_mac_address = 00:21:28:BB:D7:22

action = (none)

Commands:

cd

reset

show

start

stop

詳細は、Oracle ILOM 3.1のドキュメントを参照してください。

関連情報
■ 35ページの「Oracle ILOM SP IPアドレスの特定」
■ 41ページの「ブレード SP Oracle ILOMへのログイン」

Oracle ILOM SP IPアドレスの特定
このセクションでは、ブレードのOracle ILOMサービスプロセッサ (SP)の IPアドレ
スを取得する方法を説明します。Oracle ILOM CMMを使用してネットワーク経由で
ブレードにアクセスするには、そのブレードのブレード SPの IPアドレスが必要で
す。

注 –ログインする際にブレードのシリアル接続しか使用しない場合、SPの IPアドレ
スは必要ありません。44ページの「Oracle ILOM SP CLIへのログイン (シリアル)」を
参照してください。

ブレード SPの IPアドレスを取得するには、次の各セクションで説明するいずれかの
方法を選択します。

■ 36ページの「Oracle ILOM IPアドレスを表示する (Web)」
■ 39ページの「Oracle ILOMの IPアドレスを表示する (CLI)」
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▼ Oracle ILOM IPアドレスを表示する (Web)
ブレードのOracle ILOMサービスプロセッサのネットワーク構成 (IPアドレスも含む)
を表示するには、シャーシのOracle ILOM CMMを使用する必要があります。この手
順では、ブレードのOracle ILOMが正しく機能しており、Oracle ILOM CMM経由で
アクセス可能かどうかも確認します。

シャーシのCMMは、Ethernet管理ポートを使用してネットワークに接続されてお
り、構成済みで動作可能な状態である必要があります。そうでない場合は、続行す
る前に使用しているシャーシのドキュメントを参照してください。

ログインするには、WebブラウザのアドレスフィールドにOracle ILOM CMMの IPアド
レスを入力します (例: http://10.153.55.140)。

Webインタフェースの「Login」ページが表示されます。

ユーザー名とパスワードを入力します。

ヒント –デフォルトのOracle ILOM管理者アカウントのユーザー名は rootで、パス
ワードは changemeです。このデフォルトの管理者アカウントが変更されている場合
は、システム管理者に連絡して、管理者特権を持つOracle ILOMユーザーアカウント
を確認してください。

始める前に
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「Log In」をクリックします。

「System Summary」ページが表示されます。
3
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左上のペインにある「Chassis View」をクリックします。

「Chassis View」ページが表示されます。
4
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表示するシャーシ内のブレードの画像を選択します。

ブレードの「Summary」ページが表示されます。

Oracle ILOM SPアドレスは「General Information」の表に「ILOM Address」というラ
ベルで表示されています。

ブレード SPの IPアドレスをメモします。
ネットワーク経由で直接ブレードのOracle ILOMにログインするには、ブレード SP
の IPアドレスを知る必要があります。ブレード SPの IPアドレスは、DHCPに
よって構成されます。

次の手順
■ 41ページの「ブレード SP Oracle ILOMへのログイン」

▼ Oracle ILOMの IPアドレスを表示する (CLI)
各ブレードのOracle ILOMサービスプロセッサのネットワーク構成 (IPアドレスも含
む)を表示するには、シャーシのOracle ILOM CMMを使用する必要があります。

5

6
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この手順では、ブレードのOracle ILOMが正しく機能しており、Oracle ILOM CMM
経由でアクセス可能かどうかを確認します。

シャーシのCMMは、Ethernet管理ポートを使用してネットワークに接続されてお
り、構成済みで動作可能な状態である必要があります。そうでない場合は、続行す
る前に使用しているシャーシのドキュメントを参照してください。

端末ウィンドウを開きます。

Secure Shell (SSH)セッションを使用して、シャーシのOracle ILOM CMMにログインしま
す。

たとえば、次のように入力します。

$ ssh username@CMMIPaddress

ここで、usernameは管理者権限を持つユーザーアカウント、CMMIPaddressはOracle
ILOM CMMの IPアドレスです。

ヒント –デフォルトのOracle ILOM管理者アカウントのユーザー名は rootで、パス
ワードは changemeです。このデフォルトの管理者アカウントが変更されている場合
は、システム管理者に連絡して、管理者特権を持つOracle ILOMユーザーアカウント
を確認してください。

Oracle ILOM CMMへのログインに成功すると、Oracle ILOMプロンプト (->)が表示さ
れます。

次を入力します。

-> show /CH/BL0/SP/network

ここで、BL0は、このシャーシのNetra Blade X3-2Bスロット 0を表します。Oracle
ILOM CMMは、ブレードの情報 (IPアドレスとMACアドレスを含む)を表示しま
す。

ブレード 0のブレード情報が表示された例を次に示します。
-> show /CH/BL0/SP/network

/CH/BL0/SP/network

Targets:

interconnect

ipv6

test

Properties:

commitpending = (Cannot show property)

dhcp_server_ip = 10.134.210.11

ipaddress = 10.134.210.152

ipdiscovery = dhcp

ipgateway = 10.134.210.254

ipnetmask = 255.255.255.0

macaddress = 00:21:28:BB:D7:22

始める前に
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managementport = /SYS/SP/NET0

outofbandmacaddress = 00:21:28:BB:D7:22

pendingipaddress = 10.134.210.152

pendingipdiscovery = dhcp

pendingipgateway = 10.134.210.254

pendingipnetmask = 255.255.255.0

pendingmanagementport = /SYS/SP/NET0

sidebandmacaddress = 00:21:28:BB:D7:23

state = enabled

Commands:

cd

set

show

->

ネットワーク構成 (ブレードの SPの IPアドレスを含む)をメモします。
ブレードのOracle ILOMに直接ログインするには、その SPの IPアドレスを知ってい
る必要があります。

ブレード SPの IPアドレスは、デフォルトでは、DHCPによって構成されます。静的
IPアドレスを設定する方法については、Oracle ILOM 3.1のドキュメントを参照して
ください。

Oracle ILOM CMMからログアウトするには、次のように入力します。
-> exit

次の手順
■ 41ページの「ブレード SP Oracle ILOMへのログイン」

ブレード SP Oracle ILOMへのログイン
このセクションでは、ブレードのサービスプロセッサ (SP) Oracle ILOMにアクセスす
るいくつかの方法を説明します。次の各セクションで説明します。

■ 41ページの「Oracle ILOM SP Webインタフェースへのログイン (Ethernet)」
■ 44ページの「Oracle ILOM SP CLIへのログイン (Ethernet)」
■ 44ページの「Oracle ILOM SP CLIへのログイン (シリアル)」

▼ Oracle ILOM SP Webインタフェースへのログイン
(Ethernet)
■ 応答時間を短縮するため、Webブラウザのプロキシサーバーを使用している場合
は無効にしてください。

4
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■ ブレードの SPの IPアドレスがわからない場合は、36ページの「Oracle ILOM IP
アドレスを表示する (Web)」を参照し、Oracle ILOM CMMを使用して IPアドレス
を特定する方法を確認してください。

ログインするには、Webブラウザで、ブレードのOracle ILOMの IPアドレスを入力し
ます。

Webインタフェースの「Login」ページが表示されます。

ユーザー名とパスワードを入力します。

ヒント –デフォルトのOracle ILOM管理者アカウントのユーザー名は rootで、パス
ワードは changemeです。このデフォルトの管理者アカウントが変更されている場合
は、システム管理者に連絡して、管理者特権を持つOracle ILOMユーザーアカウント
を確認してください。
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「Log In」をクリックします。

「Summary」ページが表示されます。

これで、ブレードのOracle ILOMにログインしました。

Oracle ILOM Webインタフェースの使用方法の詳細は、Oracle ILOM 3.1のドキュメン
トライブラリを参照してください。

次の手順
■ 45ページの「Oracle ILOM経由でのブレードコンソールへのアクセス」
■ 69ページの「インストール済みOracle Solaris OSの構成」
■ 77ページの「インストール済みOracle VMソフトウェアの構成」

3
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▼ Oracle ILOM SP CLIへのログイン (Ethernet)
ブレードの SPの IPアドレスがわからない場合は、39ページの「Oracle ILOMの IPア
ドレスを表示する (CLI)」を参照し、Oracle ILOM CMMを使用して IPアドレスを特
定する方法を確認してください。

端末ウィンドウを開きます。

Secure Shell (SSH)セッションを使用して、ブレードのOracle ILOM SPにログインしま
す。

たとえば、次のように入力します。

$ ssh username@SPIPaddress

ここで、usernameは管理者特権を持つユーザーアカウントで、SPIPaddressはブ
レードサービスプロセッサの IPアドレスです。

ヒント –デフォルトのOracle ILOM管理者アカウントのユーザー名は rootで、パス
ワードは changemeです。このデフォルトの管理者アカウントが変更されている場合
は、システム管理者に連絡して、管理者特権を持つOracle ILOMユーザーアカウント
を確認してください。

ブレードのOracle ILOMへのログインに成功すると、Oracle ILOMプロンプト (->)が
表示されます。

CLIインタフェースを使用してOracle ILOMを構成する方法の詳細は、Oracle ILOM
3.1のドキュメントを参照してください。

次の手順
■ 45ページの「Oracle ILOM経由でのブレードコンソールへのアクセス」
■ 69ページの「インストール済みOracle Solaris OSの構成」
■ 77ページの「インストール済みOracle VMソフトウェアの構成」

▼ Oracle ILOM SP CLIへのログイン (シリアル)
この手順を実行するには、操作員がブレードの近くに実際に居る必要がありま
す。シリアル接続を使用してOracle ILOMにログインする場合、SPの IPアドレスは
必要ありません。

マルチポートケーブル (ドングルとも呼ばれる)が必要です。マルチポートケーブル
を使用すると、ノードホストまたは SPコンソールに直接接続できます。マルチ
ポートケーブルは、Sun Netra 6000モジュラーシステムシャーシに標準装備されてい
ることもあります。

始める前に
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次の各セクションで説明する手順に従ってブレードのケーブルを接続します。

a. 24ページの「3ケーブルドングルをブレードに接続する」

b. 27ページの「シリアルデバイスをドングルに接続する」

使用している端末で、次のシリアル通信設定が構成されていることを確認します。

■ 8N1:データビット 8、パリティーなし、ストップビット 1
■ 9600ボー (デフォルト設定 -変更不可)
■ ハードウェアフロー制御を無効化 (CTS/RTS)

Enterキーを押して、サーバーのOracle ILOMへのシリアルコンソール接続を確立しま
す。

Oracle ILOMのログインプロンプトが表示されます。例:
SP-productserialnumber login:

管理者アカウントを使用して、Oracle ILOM CLIにログインします。管理者アカウント
のユーザー名とパスワードを入力します。

ヒント –デフォルトのOracle ILOM管理者アカウントのユーザー名は rootで、パス
ワードは changemeです。このデフォルトの管理者アカウントが変更されている場合
は、システム管理者に連絡して、管理者特権を持つOracle ILOMユーザーアカウント
を確認してください。

Oracle ILOM CLIのプロンプト (->)が表示されます。

これで、ブレードのOracle ILOMにログインしました。

CLIインタフェースを使用してOracle ILOMを構成する方法の詳細は、Oracle ILOM
3.1のドキュメントライブラリを参照してください。

次の手順
■ 45ページの「Oracle ILOM経由でのブレードコンソールへのアクセス」

Oracle ILOM経由でのブレードコンソールへのアクセス
Oracle ILOM経由でブレードのホストコンソールに接続すると、実際にホストの前に
居るように操作を実行できます。この接続方法は、サーバーの BIOS設定プログラム
へのリモートアクセスが必要な場合や、サーバーにOSやその他のソフトウェアを構
成またはインストールする場合に役立ちます。

次のいずれかの方法を選択します。

1

2

3

4

参考

Oracle ILOM経由でのブレードコンソールへのアクセス

45



■ Oracle ILOMコマンド行インタフェース経由でシリアルコンソールを使用しま
す。46ページの「ブレードに接続する (シリアルコンソール)」を参照してくださ
い。

■ ILOM Webインタフェースのリモートコンソール機能を使用します。47ページ
の「ブレードに接続する (リモートコンソール)」を参照してください。

▼ ブレードに接続する (シリアルコンソール)
管理者権限のあるアカウントを使用して、ブレードのOracle ILOMにログインしま
す。

前述した次のいずれかの方法を使用します。

■ 44ページの「Oracle ILOM SP CLIへのログイン (シリアル)」で説明したとお
り、シリアル管理ポートを使用します

■ クライアントシステムを使用して、ネットワーク経由で SSHセッションを確立し
ます。44ページの「Oracle ILOM SP CLIへのログイン (Ethernet)」を参照してくだ
さい。

ホストシリアルコンソールにアクセスするには、次のように入力します。

-> start /HOST/console

シリアルコンソールの出力が表示されます。

注 –シリアルコンソールが使用中の場合は、stop /HOST/consoleコマンドでコン
ソールセッションを停止してから、start /HOST/consoleコマンドを入力します。

Oracle ILOMコンソールに戻るには、ESCキーのあとに "("キー (Shift + 9)を押します。

次の手順
■ 69ページの「インストール済みOracle Solaris OSの構成」
■ 77ページの「インストール済みOracle VMソフトウェアの構成」
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▼ ブレードに接続する (リモートコンソール)
リモートシステムからホストコンソールに接続するには、リモートシステムで次の
要件が満たされている必要があります。

■ Oracle Solaris、Linux、またはWindowsなどのオペレーティングシステムがインス
トールされています。

■ CMMの Ethernet管理ポートにアクセスできるネットワークにシステムが接続さ
れています。

■ Java Runtime Environment (JRE) 1.5以降がインストールされています。CD-ROMリ
ダイレクションの場合は、32ビット Javaを使用する必要があります。

■ リモートコンソールシステムがOracle Solaris OSを実行している場合は、物理フ
ロッピーディスクドライブとCD/DVD-ROMドライブにアクセスするために、リ
モートコンソールのボリューム管理を無効にします。

■ リモートコンソールシステムがWindowsを実行している場合は、Internet Explorer
の拡張セキュリティー機能を無効にする必要があります。

■ リモートコンソールシステムとOracle ILOMのサービスプロセッサが『Oracle
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1日常的な管理 - Web手順ガイド』の手順に
従って設定されています。

Webブラウザで、ブレードのOracle ILOMにログインします。

これらの手順は、41ページの「Oracle ILOM SP Webインタフェースへのログイン
(Ethernet)」に記載されています。

「Remote Control」>「Redirection」をクリックします。

「Launch Redirection」画面が表示されます。

注 –「Mouse Mode Settings」タブでマウスモードが絶対モードに設定されていること
を確認します。

始める前に
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「Launch Remote Console」をクリックします。

次の点に注意してください。

■ リモートコンソールシステムのリダイレクションにWindowsシステムを使用して
いる場合、「Launch Remote Console」をクリックしたあとに、「Hostname
Mismatch」警告ダイアログボックスが表示されることがあります。その場
合、「Yes」ボタンをクリックして消去します。

■ 「Remote Control」ログインダイアログボックスが表示されることがありま
す。その場合、ユーザー名とパスワードを再入力して「OK」をクリックしま
す。

3
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JavaRConsole画面が表示されます。

リモートシステム上のデバイスをホストコンソールにリダイレクトするため
に、「Devices」メニューから適切な項目を選択します。

■ リモートの物理フロッピーディスク –「Floppy」を選択すると、リモートシステ
ムに接続された物理フロッピードライブにサーバーがリダイレクトされます。

■ リモートフロッピーイメージ –「Floppy Image」を選択すると、リモートシステム
上にあるフロッピーイメージファイルにサーバーがリダイレクトされます。

■ リモートの物理CD/DVD –「CD-ROM」を選択すると、リモートシステムに接続
されたCD/DVDドライブ内のCD/DVDにサーバーがリダイレクトされます。

■ リモートのCD/DVDイメージ –「CD-ROM Image」を選択すると、リモートシス
テム上にある .isoイメージファイルにサーバーがリダイレクトされます。

注 –いずれかのCD/DVDオプションを使用してサーバー上にソフトウェアをイン
ストールすると、コンテンツへのアクセスがネットワーク経由で行われるた
め、インストールの所要時間が大幅に増加します。インストールの所要時間
は、ネットワークの接続状態とトラフィックによって異なります。

4
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次の手順
■ 45ページの「Oracle ILOM経由でのブレードコンソールへのアクセス」
■ 69ページの「インストール済みOracle Solaris OSの構成」
■ 77ページの「インストール済みOracle VMソフトウェアの構成」
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ソフトウェアとファームウェアの設定

Oracle System Assistantは、システムのソフトウェアとファームウェアを設定するため
のもっとも簡単な方法です。使用しているブレードにOracle System Assistantが組み
込まれていない場合、あるいは、Oracle ILOMまたはHardware Management Packを使
用してシステムを設定する場合、詳細な設定手順については、『Netra Blade X3-2B管
理ガイド』を参照してください。

このセクションでは、次の表に示すとおり、ソフトウェアとファームウェアの設定
について説明します。

タスク リンク

Oracle ILOMから、またはローカルで、Oracle
System Assistantを起動します。

51ページの「Oracle System Assistantへのアクセ
ス」

Oracle System Assistantを使用して一般的な設定
タスクを実行します。

56ページの「ソフトウェアとファームウェアを
設定する (Oracle System Assistant)」

オペレーティングシステムとドライバの構成お
よびインストール用オプションについて説明し
ます。

57ページの「オペレーティングシステムおよび
ドライバのセットアップ」

Oracle System Assistantへのアクセス
Oracle System Assistant (OSA)アプリケーションは、Oracle x86サーバーの初期
サーバーセットアップおよび保守作業を行うためのタスクベースのサーバープロビ
ジョニングツールです。Oracle System Assistantを使用すると、サポートされている
Oracle VM、Linux、またはWindowsオペレーティングシステムのインストール、ブ
レードの最新ソフトウェアリリースへの更新、およびブレードハードウェアの構成
を行うことができます。
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注 –高入力周囲条件では、OSAドライブとして使用されているUSBポートは信頼で
きません。OSAドライブは、ユーザー領域がなく、OSAによって記述される機能の
みを対象としています。背面USBポートには、NEBSの最大入力周囲条件に対応する
工業用温度定格のデバイスが必要です。現在、Oracleは工業用温度定格のUSB
ポートを提供していません。

次の手順では、Oracle System Assistantにアクセスするためのさまざまな方法について
説明します。

■ 52ページの「Oracle System Assistantを起動する (Oracle ILOM)」
■ 54ページの「Oracle System Assistantを起動する (ローカル)」

▼ Oracle System Assistantを起動する (Oracle ILOM)
ブレードがスタンバイ電源モードになっていることを確認します。

ブレードスタンバイモードでは、電源/OK LEDがゆっくり点滅します。

ブレード SPのOracle ILOM Webインタフェースにログインします。

41ページの「Oracle ILOM SP Webインタフェースへのログイン (Ethernet)」を参照し
てください。

1

2
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「System Summary」画面が表示されます。

Oracle System Assistantの「Launch」ボタンは右上のパネルにあります。

「Launch」をクリックします。3

Oracle System Assistantへのアクセス
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JavaRConsoleセッションを実行するかどうかを尋ねるダイアログで、「Yes」をク
リックします。

ブレードの電源が入り、Oracle System Assistantアプリケーションがブートし、アプリ
ケーションのメイン画面が表示されます。

次の手順
■ 56ページの「ソフトウェアとファームウェアを設定する (Oracle System

Assistant)」

▼ Oracle System Assistantを起動する (ローカル)
Oracle System Assistantをローカルで起動するには、操作員がブレードの近くに実際に
居て、次に対するアクセス権を保有している必要があります。

■ 3ケーブルドングル
■ VGAモニター
■ キーボードとマウス

4

参考
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ブレードがスタンバイ電源モードになっていることを確認します。

サーバースタンバイモードでは、電源/OK LEDがゆっくり点滅します。

次の手順に従ってローカルでブレードに接続します。

a. 24ページの「3ケーブルドングルをブレードに接続する」

b. 25ページの「VGAモニターをドングルビデオコネクタに接続する」

c. 26ページの「キーボードおよびマウスをドングルまたはブレードに接続する」

フロントパネルの電源ボタンを押して、ブレードに電力を投入し全電力モードにし
ます。

ブレードがブートし、モニターに POSTメッセージが表示されます。

プロンプトが表示されたら F9キーを押します。

Oracle System Assistantアプリケーションがブートし、アプリケーションのメイン画面
が表示されます。

1

2

3

4
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次の手順
■ 56ページの「ソフトウェアとファームウェアを設定する (Oracle System

Assistant)」

▼ ソフトウェアとファームウェアを設定する (Oracle
System Assistant)
次のいずれかの手順に従ってOracle System Assistantを起動します。

■ 52ページの「Oracle System Assistantを起動する (Oracle ILOM)」
■ 54ページの「Oracle System Assistantを起動する (ローカル)」

Oracle System Assistantアプリケーションがブートし、アプリケーションのメイン画面
が表示されます。

Oracle System Assistantアプリケーションを使用して、次の表に示した順番にタスクを
実行します。
Oracle System Assistantの使用法の詳細は、『Netra Blade X3-2B管理ガイド』または
Oracle System Assistant組み込みのヘルプを参照してください。

参考

1

2
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手順 タスク Oracle System Assistantの画面

1 Oracle System Assistantネットワーク接続を
設定します。

Network Configuration

2 最新のソフトウェアとファームウェアの
アップデートを入手します。

Get Updates

3 Oracle ILOM、BIOS、ディスクエクスパン
ダ、HBAファームウェアを必要に応じて更
新します。

ファームウェアの更新

4 Oracle ILOMを構成します。 「Configure Hardware」 >「Service Processor
Configuration」

5 RAIDを構成します。 「Configure Hardware」 >「RAID
Configuration」

6 LinuxまたはWindows OS、あるいはOracle
VMソフトウェアをインストールします。

注 –詳細は、57ページの「オペレーティン
グシステムおよびドライバのセット
アップ」、またはインストールするOSの
OSインストールガイドを参照してくださ
い。

Install OS

次の手順
■ 57ページの「オペレーティングシステムおよびドライバのセットアップ」
■ 69ページの「インストール済みOracle Solaris OSの構成」
■ 77ページの「インストール済みOracle VMソフトウェアの構成」

オペレーティングシステムおよびドライバのセット
アップ

インストール済みのオペレーティングシステム (OS)を構成するか、使用しているブ
レードでサポートされているOSをインストールします。次の表に、OSのインス
トールと構成に関する情報の入手方法を示します。

注 – OSをインストールする前に、ストレージドライブを準備する必要があります。59
ページの「オペレーティングシステムをインストールするストレージデバイスの

準備」を参照してください。

参考

オペレーティングシステムおよびドライバのセットアップ
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目的 構成またはインストールするOS 使用するツールまたはドキュメント

インストール済み
のOSの構成

Oracle Solaris OSまたはOracle VM 次を参照してください。69ページの「インス
トール済みOracle Solaris OSの構成」および

77ページの「インストール済みOracle VMソフ
トウェアの構成」

OSのインストール Oracle VM、Windows、または Linux OS Oracle System Assistant

Oracle Solaris OSまたはVMware ESX OSのインストールガイド

OSドライバのイン
ストール

サポートされている任意のOS OSのインストールガイド

関連情報
■ 56ページの「ソフトウェアとファームウェアを設定する (Oracle System

Assistant)」
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オペレーティングシステムをインス
トールするストレージデバイスの準備

ブレード上にオペレーティングシステムをインストールする場合は、Oracle System
Assistantを使用してボリュームを作成することによってハードドライブを準備する
必要があります。Oracle System Assistantがインストールされていない場合は、LSI
BIOS構成ユーティリティーを使用して手動でドライブを準備します。

OSのインストール後にRAIDボリュームを作成する方法の詳細は、『Netra Blade
X3-2B管理ガイド』を参照してください。

注 –インストール済みのオペレーティングシステムを構成する場合は、このセク
ションを読み飛ばして、使用しているブレード上に事前構成されたOSについて説明
したセクションに進んでください。

このセクションでは、特定のOS向けにブレードのハードドライブを準備する方法に
ついて説明します。

説明 リンク

ブレードでサポートされているホストバスアダ
プタについて説明します。

59ページの「サポートされているホストバスア
ダプタ」

ボリュームを作成し、必要に応じてHBAの
ブートドライブを設定します。

63ページの「ストレージドライブを準備する
(Oracle System Assistant)」

仮想ドライブを SAS6-R-REM-Z HBAからブート
可能にします

65ページの「仮想ドライブをブート可能にする
(LSI WebBIOSユーティリティー)」

サポートされているホストバスアダプタ
次の各セクションでは、ハードドライブを準備する際のオプションについて説明し
ます。使用しているブレードに取り付けられているHBAに対応するセクションに進
んでください。

■ 60ページの「SG-SAS6–REM-Zホストバスアダプタ」
■ 61ページの「SG-SAS6–R-REM-Zホストバスアダプタ」
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SG-SAS6–REM-Zホストバスアダプタ
ブレードに Sun Storage 6 Gb SAS REM HBA (SG-SAS6–REM-Z)ホストバスアダプタ
(HBA)が取り付けられている場合は、このセクションの説明に従って、OSのインス
トール先ストレージドライブを準備してください。

注 –ドライブが SG-SAS6–REM-Z HBAに接続されている場合は、RAIDボリュームを
作成しなくても、個々のディスク上にオペレーティングシステムをインストールで
きます。そうしたディスクは、システム BIOSにブート可能なディスクとして表示さ
れます。ただし、そうしたディスクでRAIDボリュームを作成してからオペ
レーティングシステムをインストールする場合は、このセクションに示す手順に
従ってください。

RAIDボリュームを作成するときは、次のオプションを使用できます。

■ 60ページの「Oracle System Assistant」
■ 60ページの「LSI SAS 2 BIOS構成ユーティリティー」

Oracle System Assistant
Oracle System Assistantは、RAID 0ボリュームを作成するためのもっとも簡単な方法
です。次の表に、Oracle System AssistantがHBAを参照するために使用する名前
と、Oracle System AssistantによるHBAサポートの内容を示します。

Oracle System Assistant名 Oracle System Assistantでのサポート

SGXSAS6INTZ ■ 2台以上のハードドライブによるRAID 0をサポートしま
す

■ ブート可能なドライブの表示または設定はできません
■ ディスク状態 (良/不良/ホットスペア)の表示はできません

63ページの「ストレージドライブを準備する (Oracle System Assistant)」を参照して
ください。

LSI SAS 2 BIOS構成ユーティリティー
LSI SAS2 BIOS構成ユーティリティーはHBAファームウェアにあります。

OSをインストールする前に LSI SAS2 BIOS構成ユーティリティーを使用してRAIDボ
リュームを作成するのは、次のような場合です。

■ ディスクにOSをインストールする前にRAIDボリュームを作成したい。
■ ブレードにOracle System Assistantがインストールされていないか、Oracle System

Assistantを使いたくない。

SG-SAS6–REM-Zホストバスアダプタ
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■ OSのインストール先ドライブを使用してRAIDボリュームレベル 1または 10を作
成したい (Oracle System Assistantは、SG-SAS6–REM-Zについては、RAID 0のみを
サポート)。

次の LSIドキュメントに、LSI SAS2 BIOS構成ユーティリティーを使用してボ
リュームを作成するための手順が掲載されています。『SAS Integrated RAID Solutions
User's Guide』。このドキュメントは、次の場所で入手できます。

http://www.lsi.com/sep/Pages/oracle/sg_x_sas6-rem-z.aspx

SG-SAS6–R-REM-Zホストバスアダプタ
ブレードに Sun Storage 6 Gb SAS REM RAID HBA (SG-SAS6–R-REM-Z) HBAがインス
トールされている場合は、このセクションの説明に従って、OSのインストール先ス
トレージドライブを準備してください。

注 – SG-SAS6–R-REM-Z HBAを使用する場合は、OSをインストールする前にボ
リュームを作成しなければなりません。システム BIOSは SG-SAS6–R-REM-Zに接続
されたドライブを認識しません (ただし、そのドライブがボリュームの一部である場
合はこのかぎりではありません)。HBAに 2つ以上のボリュームが接続されている場
合は、OSのインストール先ボリュームをブートデバイスとして設定する必要があり
ます。

ストレージドライブを準備するときは、次のオプションを使用できます。

■ 61ページの「Oracle System Assistant」
■ 62ページの「LSI WebBIOS構成ユーティリティー」

Oracle System Assistant

Oracle System Assistantは、オペレーティングシステムのインストール用ディスクを準
備するためのもっとも簡単な方法です。次の表に、Oracle System AssistantがHBAを
参照するために使用する名前と、Oracle System Assistantによるサポートの内容を示し
ます。

SG-SAS6–R-REM-Zホストバスアダプタ
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Oracle System Assistant名 Oracle System Assistantでのサポート

Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBA ■ 1台以上のハードドライブによるRAID 0、および
2台以上のハードドライブによるRAID 1をサ
ポートします

■ ボリュームをブートデバイスとして設定できます

■ ボリュームがブートデバイスかどうかを表示でき
ます

■ ディスクの状態 (良、不良、ホットスペア)を表示
できます

63ページの「ストレージドライブを準備する (Oracle System Assistant)」を参照して
ください。

LSI WebBIOS構成ユーティリティー

LSI WebBIOS構成ユーティリティーはHBAファームウェアに組み込まれています。

LSI WebBIOS構成ユーティリティーを使用してストレージドライブを準備するの
は、次のような場合です。

■ ブレードにOracle System Assistantがインストールされていないか、Oracle System
Assistantを使いたくない。

■ OSのインストール先ディスクを使用してRAIDボリュームレベル
5、6、10、50、60を作成したい (Oracle System Assistantは、SAS6–R-REM-Zについ
ては、RAID 0および 1のみをサポート)。

次に示す、LSI WebBIOS構成ユーティリティーを使用してOSインストール用スト
レージドライブを準備するための手順を参照してください。

1. 1台以上のRAIDボリューム (仮想ドライブ)を作成します。

『MegaRAID SAS Software User's Guide』 (Webページ上のリンクはソフトウェア
ユーザーガイド)を参照してください。このドキュメントは、次の場所で入手で
きます。

http://www.lsi.com/sep/Pages/oracle/sg_x_sas6-r-rem-z.aspx

2. 2つ以上の仮想ドライブを作成する場合は、1つの仮想ドライブをブートボ
リュームとして選択します。65ページの「仮想ドライブをブート可能にする (LSI
WebBIOSユーティリティー)」を参照してください。

『MegaRAID SAS Software User's Guide』には、ドライブをブート可能にするための
手順は記載されていません。

SG-SAS6–R-REM-Zホストバスアダプタ
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▼ ストレージドライブを準備する (Oracle System
Assistant)
Oracle System Assistant RAID構成タスクを実行することによって、OSインストール用
のブレードのハードドライブを準備できます。このタスクにより、SGXSAS6INTZの
場合はRAID 0、SG-SAS6-R-REM-Zの場合はRAID 0または 1を使用してブート可能な
ボリュームを作成できます。

Oracle System Assistantは、2つのディスクコントローラをサポートしています。RAID
構成はそれぞれで異なります。この手順を使用して、OSインストール用のハード
ディスクを準備します。

■ インストール方法を設定します。

■ Oracle System Assistantをローカルで実行するための配線方法の詳細は、
23ページの「ブレードの配線」を参照してください。

■ Oracle ILOMリモートコンソールの設定方法の詳細は、45ページの「Oracle
ILOM経由でのブレードコンソールへのアクセス」を参照してください。

■ サポートされるHBAを確認します。(59ページの「サポートされているホストバ
スアダプタ」を参照してください。)

ブレードがスタンバイ電源モードになっていることを確認します。

ブレードをブートし、モニターまたはリモートコンソール画面を注視して、F9
キーを押してOracle System Assistantを起動するように求めるプロンプトが表示される
のを待ちます。

始める前に

1

2
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プロンプトが表示されたら F9キーを押します。

「Oracle System Assistant System Overview」画面が表示されます。

「Configure Hardware」をクリックします。

「Configure Hardware RAID Configuration」画面が表示されます。

「HBA」ドロップダウンリストから、特定のホストバスアダプタ (HBA)を選択しま
す。

Netra Blade X3-2Bは、次のストレージドライブコントローラをサポートしています。

■ SG-SAS6–REM-Z
■ SG-SAS6–R-REM-Z

サポートされているHBAの詳細は、59ページの「サポートされているホストバスア
ダプタ」を参照してください。

RAIDレベルを選択します。

Oracle System Assistantは、RAID 0および 1のみをサポートしています。

3

4

5

6
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「Available Disks」セクションに表示されたリストから、ボリュームに含めるディス
クを選択します。

「Create Volume」をクリックします。
作成されたボリュームが「Created Volumes」セクションのリストに表示されます。

「Volume Details」をクリックします。
ボリュームの名前を入力します。

SG-SAS6–R-REM-Z HBA (Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBA)の場合は、ボリュームを
ブート可能として設定します。

■ 「Created Volumes」セクションで、今作成したボリュームを選択します。

■ 「Set Volume for Boot」をクリックします。

注 – SG-SAS6–REM-Z HBAの場合は、ブートディスクを設定する必要はありませ
ん。システム BIOSによって自動的にブート可能なディスクとして認識されま
す。

次のうち、使用しているOSのインストールガイドに示された手順に従ってOSをイ
ンストールします。

■ 『Netra Blade X3-2B ESXソフトウェアインストールガイド』
■ 『Netra Blade X3-2B Linuxオペレーティングシステムインストールガイド』
■ 『Netra Blade X3-2B Oracle Solarisオペレーティングシステムインストールガイド』
■ 『Netra Blade X3-2B Oracle VMオペレーティングシステムインストールガイド』
■ 『Netra Blade X3-2B Windowsオペレーティングシステムインストールガイド』

▼ 仮想ドライブをブート可能にする (LSI WebBIOS
ユーティリティー)
LSI BIOS構成ユーティリティーを使用して、SG-SAS6–R-REM-Z HBA上に 2台以上の
仮想ドライブ (RAIDボリューム)を作成した場合は、次の手順に従って 1つの仮想ド
ライブをブート可能にします。

次のいずれかに該当する場合は、この手順を実行する必要はありません。

■ Oracle System Assistantを使用してボリュームを作成し、ボリュームをブート可能
にした場合。

■ SG-SAS6–REM-Z HBAが取り付けられている場合。
■ LSI BIOS構成ユーティリティーを使用して仮想ドライブを 1つだけ作成した場
合。

7

8

9

10

11
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LSI BIOS構成ユーティリティーを使用して SG-SAS6–R-REM-Z HBA上に最低 1つの仮
想ドライブを作成します。

ブレードがスタンバイ電源モードになっていることを確認します。

LSI SG-SAS6–R-REM-Z HBA BIOSのWebBIOSメインメニューにアクセスします。

注 –仮想ドライブを作成した直後であれば、すでにWebBIOS画面が表示されていま
す。WebBIOSユーティリティーを終了してしまった場合は、手順 2と手順 3を実行
するとWebBIOSメインメニューが開きます。

■ システムBIOSがレガシーモードで実行されている場合:

a. システムをブートし、画面に表示されるメッセージを注視して、LSIバナーが
表示されるまで待ちます。

b. バナーページでプロンプトが表示されたら、Control + Hキーを押します。

■ システムBIOSがUEFIモードで実行されている場合は、システムBIOS設定
ユーティリティー経由で LSI BIOSにアクセスします。

詳細は、『Netra Blade X3-2B管理ガイド』を参照してください。

「Adapter Selection」画面が表示されます。

始める前に

1

2
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「Adapter Selection」画面で「Start」をクリックします。

「MegaRAID BIOS Configuration Utility Virtual Configuration」画面が表示されます。
3
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「LSI BIOS Config Utility Virtual Configuration」画面で、「Virtual Drives」をクリックしま
す。

「Virtual Drives」画面が表示されます。

ブート可能にする仮想ドライブを選択します。

「Set Boot Drive」をクリックして「Go」をクリックします。
操作が正常に終了すると、この仮想ドライブの「Set Boot Drive」値 (current=選択し
た仮想ドライブ)が表示されます。

次のうち、使用しているOSのインストールガイドに示された手順に従ってOSをイ
ンストールします。

■ 『Netra Blade X3-2B ESXソフトウェアインストールガイド』
■ 『Netra Blade X3-2B Linuxオペレーティングシステムインストールガイド』
■ 『Netra Blade X3-2B Oracle Solarisオペレーティングシステムインストールガイド』
■ 『Netra Blade X3-2B Oracle VMオペレーティングシステムインストールガイド』
■ 『Netra Blade X3-2B Windowsオペレーティングシステムインストールガイド』

4

5
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インストール済みOracle Solaris OSの構成

ブレード用にオプションのインストール済みOracle Solaris OSイメージを購入した場
合は、インストール済みの Solaris OSを構成することによってインストールを完了さ
せます。Solaris OSイメージには、使用しているブレードモデルに必要なドライバが
すべて組み込まれています。

注 –インストール済みOracleオペレーティングシステムの使用可能なバージョンにつ
いては、『Netra Blade X3-2Bプロダクトノート』のサポートされているオペ
レーティングシステムのセクションを参照してください。

次の表に、インストール済みOracle Solaris OSを構成するために必要なタスクを示し
ます。

手順 タスク リンク

1 Solaris OSのドキュメントを確認しま
す。

69ページの「Oracle Solaris OSのド
キュメント」

2 使用しているブレード環境の構成ワーク
シートに記入します。

70ページの「構成ワークシート」

3 インストール済みOracle Solarisを構成し
ます。

72ページの「インストール済みOracle
Solaris 11を構成する」

Oracle Solaris OSのドキュメント
Oracle Solarisオペレーティングシステムの使用方法については、次を参照してくださ
い。http://www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris11/documentation/index.html
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構成ワークシート
次の情報を収集し、構成作業を開始するための準備を整えます。自分の組織と
ネットワーク環境に当てはまる情報だけを収集すれば十分です。

必要なインストール情報 説明 回答:アスタリスク (*)はデフォルト

言語 OSで使用可能な言語のリストから選択します。 英語*

ロケール 使用可能なロケールのリストから地理的地域を選択
します。

英語 (C - 7ビットASCII)*

端末 使用可能な端末タイプのリストから、使用している
端末のタイプを選択します。

ネットワーク接続 システムはネットワークに接続されていますか? ■ ネットワークに接続されてい
る

■ ネットワークに接続されてい
ない*

DHCP ネットワークインタフェースの構成に、動的ホスト
構成プロトコル (DHCP)を使用できますか?

■ はい
■ いいえ*

DHCPを使用しない場合
は、ネットワーク情報を指定
します

システムの静的 IPアドレスを指定します。

例: 129.200.9.1

サブネットのネットマスクを指定します。

例: 255.255.0.0

255.255.0.0*

このマシンで IPv6を有効にしますか? ■ はい
■ いいえ*

ホスト名 システムのホスト名を選択します。

Kerberos このマシンでKerberosセキュリティーを構成します
か?有効にする場合、次の情報を収集します:
■ デフォルトレルム
■ 管理サーバー
■ 第 1 KDC
■ 追加のKDC (オプション)

■ はい
■ いいえ*

構成ワークシート
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必要なインストール情報 説明 回答:アスタリスク (*)はデフォルト

ネームサービス 該当する場合は、このシステムで使うネームサービ
スを指定してください。

■ NIS+
■ NIS
■ DNS
■ LDAP
■ なし*

システムが属するドメインの名前を指定します。

NIS+またはNISを選択した場合、ネームサーバーを
指定しますか?それとも、インストールプログラム
に自動検出させますか?

■ 指定する
■ 自動検出する*

DNSを選択した場合、DNSサーバーの IPアドレス
を指定します。少なくとも 1つ以上の IPアドレスを
入力する必要があります。最大で 3つのアドレスを
入力できます。

また、DNSクエリーを行う際に検索するドメインの
リストを指定することもできます。

検索ドメイン:

検索ドメイン:

検索ドメイン:

LDAPを選択した場合、LDAPプロファイルに関す
る次の情報を入力します:
■ プロファイル名
■ プロファイルサーバー

LDAPプロファイルにプロキシ認証レベルを指定す
る場合、次の情報を収集します:
■ プロキシバインド識別名
■ プロキシバインドパスワード
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必要なインストール情報 説明 回答:アスタリスク (*)はデフォルト

デフォルトルート デフォルトルート IPアドレスを指定しますか?それ
とも、OSインストールプログラムに自動検出させ
ますか?

デフォルトルートは、2つの物理ネットワーク間で
トラフィックを転送するブリッジを提供します。次
のいずれかを選択します。
■ IPアドレスを指定できます。指定された IPアド
レスを使用して、/etc/defaultrouterファイル
が作成されます。システムのリブート時に、指
定した IPアドレスがデフォルトのルートになり
ます。

■ OSインストールプログラムに IPアドレスを自
動検出させることができます。ただし、その場
合は、システムがルーターのあるサブネット上
に存在していなければなりません。この
ルーターは、ルーター発見用にインターネット
制御メッセージプロトコル (Internet Control
Message Protocol, ICMP)を使用して自身を通知し
ます。コマンド行インタフェースを使用する場
合は、システムのブート時に IPアドレスが自動
的に検出されます。

■ ルーターを使用していないか、現時点ではソフ
トウェアに IPアドレスを検出させたくない場合
には、「None」を選択できます。ソフトウェア
は、リブート時に IPアドレスを自動的に検出し
ようとします。

■ 指定する
■ 検出する
■ なし*

タイムゾーン デフォルトのタイムゾーンを指定する方法を指定し
ます。

■ 地理的地域*
■ GMからの時差
■ タイムゾーンファイル

rootパスワード システムの rootパスワードを選択します。

関連情報
■ 72ページの「インストール済みOracle Solaris 11を構成する」

▼ インストール済みOracle Solaris 11を構成する
OSを構成するために必要な組織およびネットワーク環境情報を収集します。
70ページの「構成ワークシート」を参照してください。

始める前に
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Oracle ILOMにログインしていない場合は、直接シリアル接続を介してローカルでロ
グインするか、Ethernet接続を介してリモートからログインします。

41ページの「ブレード SP Oracle ILOMへのログイン」を参照してください。

ブレードの電源を投入するか、再起動します。

■ ブレードの電源を投入するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を
クリックし、メニューで「Power On」を選択します。

■ Oracle ILOM CLIで、Oracle ILOMプロンプトに次のコマンドを入力します。

-> start /System

次のプロンプトが表示されたら、「y」と入力して確定します。

Are you sure you want to start /SYS (y/n)? y

Starting /System

■ ブレードを再起動するには、次のいずれかを実行します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を
クリックし、メニューから「Reset」を選択します。

Oracle ILOMコンソールWebインタフェースに接続する方法の詳細は、
47ページの「ブレードに接続する (リモートコンソール)」を参照してくださ
い。

■ Oracle ILOM CLIで、Oracle ILOMプロンプトに次のコマンドを入力します。

-> reset /System

次のプロンプトが表示されたら、「y」と入力して確定します。

Are you sure you want to reset /System (y/n)? y

Performing hard reset on /System

ブレードがホストのブートプロセスを開始します。

Oracle ILOMコンソールCLIに接続する方法の詳細は、46ページの「ブレードに接続
する (シリアルコンソール)」を参照してください。

Oracle ILOMで、次のいずれかの方法を使用してホストコンソールを起動します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Remote Control」>「Launch Remote
Console」をクリックします。

ブレードがブートしたあとで、「GRUB」メニューが表示されます。

1

2

3
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■ Oracle ILOM CLIで、次のように入力します。

-> start /HOST/console

次のプロンプトが表示されたら、「y」と入力して確定します。

Are you sure you want to start /HOST/console (y/n)? y

Serial console started.

ブレードがブートしたあとで、「GRUB」メニューが表示されます。

注 – 10秒以内に何かキーを押さないと、デフォルトの選択 (シリアルポート)が使用
されます。上下の矢印キーを押すと、「GRUB」メニューで一時停止します。

GNU GRUB Version 0.97 (607K lower / 2087168K)

Oracle Solaris 11 11/11 X86 - Serial Port (ttya)

Oracle Solaris 11 11/11 X86 - Graphics Adapter

「GRUB」メニューで、上下の矢印キーを使用して表示オプションを選択し、Enter
キーを押します。

表示の出力先を引き続きシリアルポートにするのか、ビデオポートに接続されたデ
バイスに切り替えるのかを選択できます。

■ 出力をシリアルポートに表示するには:
Oracle Solaris 11 11/11 X86 - Serial Port (tty)

■ 出力をビデオポートに表示するには:
Oracle Solaris 11 11/11 X86 - Graphics Adapter

注 –表示をビデオポートに出力することを選択した場合、VGAディスプレイと入力
デバイス (USBキーボードおよびマウス)を、ブレードのUCPポートに接続されたマ
ルチポート (ドングル)ケーブルに接続する必要があります。23ページの「ブレード
の配線」を参照してください。

Oracle Solaris 11インストーラの画面上のプロンプトに従って、先に収集した組織およ
びネットワーク環境の情報を使用してソフトウェアを構成します。

ブレードへのネットワーク情報の割り当てに選択した方法 (DHCPまたは静的 IPアド
レス)によって、表示される画面が異なります。

インストールが完了したら、次のいずれかの方法を使用してコンソールセッション
を終了します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで「Remote Console」ウィンドウを閉じて、Oracle
ILOMからログアウトします。

4
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■ Oracle ILOM CLIで、Escキーのあとに "("キー (Shift + 9)を押して、Oracle ILOMからロ
グアウトします。

関連情報
■ 69ページの「Oracle Solaris OSのドキュメント」
■ 70ページの「構成ワークシート」

参考
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インストール済みOracle VMソフト
ウェアの構成

ブレード上にインストール済みのオプションのOracle VMソフトウェアイメージを購
入した場合は、インストール済みのソフトウェアを構成することによってインス
トールを完了させます。このインストール済みソフトウェアイメージに
は、サーバーモジュールに必要なすべてのドライバが含まれています。

注 – Oracleインストール済みオペレーティングシステムの使用可能なバージョンにつ
いては、『Netra Blade X3-2Bプロダクトノート』のサポートされているオペ
レーティングシステムのセクションを参照してください。

次の表に、インストール済みOracle VMを構成するために必要なタスクを示します。

手順 タスク リンク

1 使用しているブレード環境に合わせて
Oracle VM Server構成ワークシートに記入し
ます。

77ページの「Oracle VM Server構成ワーク
シート」

2 インストール済みOracle VMソフトウェア
を構成します。

78ページの「インストール済みOracle VM
Serverを構成する」

3 Oracle VMソフトウェアを更新します。 81ページの「Oracle VMソフトウェアの更
新」

4 Oracle VMオペレーティングシステムを使用
します。

82ページの「Oracle VM入門」

Oracle VM Server構成ワークシート
次の情報を収集し、構成作業を開始するための準備を整えます。自分の組織と
ネットワーク環境に当てはまる情報だけを収集すれば十分です。
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必要なインストール情報 説明 回答

Oracle VM Serverのパ
スワード

■ rootパスワードを選択します。文字の種類や長さに制
限はありません。

■ Oracle VMエージェントのパスワードを選択しま
す。パスワードは 6文字以上でなければなりません。

ネットワークインタ
フェース

サーバーを管理するために使用するインタフェースを指
定します。

ネットワーク構成 サーバーの IPアドレスを指定します。静的 IPアドレスで
なければなりません。

例: 172.16.9.1

サーバーがサブネットに属している場合、そのサブ
ネットのネットマスクを指定します。

例: 255.255.0.0

サーバーにゲートウェイを介してアクセスする場合
は、ゲートウェイの IPアドレスを指定します。

ドメイン名サーバー (DNS)の IPアドレスを指定しま
す。(ちょうど) 1つのDNSが必要です。

ホスト名 サーバーの完全修飾ドメイン名を指定します。

例:ホスト名.oracle.com

関連情報
■ 78ページの「インストール済みOracle VM Serverを構成する」

▼ インストール済みOracle VM Serverを構成する
次の手順では、ブレードにインストール済みのOracle VM Serverだけを構成する方法
を示します。Oracle VMには、Oracle VM Managerなどほかのコンポーネントもあり
ますが、これらは仮想マシン環境をサポートするためにインストールされているか
すでに稼働していなければなりません。

ソフトウェアを構成するために必要な組織およびネットワーク環境情報を収集しま
す。77ページの「Oracle VM Server構成ワークシート」を参照してください。

ブレードのOracle ILOMにログインしていない場合は、直接シリアル接続を介して
ローカルでログインするか、Ethernet接続を介してリモートでログインします。
41ページの「ブレード SP Oracle ILOMへのログイン」を参照してください。

始める前に
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Oracle ILOMで、次のいずれかの方法を使用してホストコンソールを起動します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Remote Control」>「Launch Remote
Console」をクリックします。

ブレードがブートしたあとで、「GRUB」メニューが表示されます。

47ページの「ブレードに接続する (リモートコンソール)」を参照してください。

■ Oracle ILOM CLIで、次のように入力します。

-> start /HOST/console

次のプロンプトが表示されたら、「y」と入力して確定します。

Are you sure you want to start /HOST/console (y/n)? y

Serial console started.

ブレードがブートしたあとで、「GRUB」メニューが表示されます。

46ページの「ブレードに接続する (シリアルコンソール)」を参照してください。

注 – 5秒以内に何かキーを押さないと、デフォルトの選択 (シリアルポート)が使用さ
れます。上下の矢印キーを押すと、このメニューで一時停止します。

ブレードの電源を投入するか、再起動します。

■ ブレードの電源を投入するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を
クリックし、メニューで「Power On」をクリックします。

■ Oracle ILOM CLIで、Oracle ILOMプロンプトに次のコマンドを入力します。

-> start /System

次のプロンプトが表示されたら、「y」と入力して確定します。

Are you sure you want to start /SYS (y/n)? y

Starting /System

■ ブレードを再起動するには、次のいずれかを実行します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を
クリックし、メニューから「Reset」を選択します。

■ Oracle ILOM CLIで、Oracle ILOMプロンプトに次のコマンドを入力します。

-> reset /System

2

3
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次のプロンプトが表示されたら、「y」と入力して確定します。
Are you sure you want to reset /System (y/n)? y

Performing hard reset on /System

ブレードがホストのブートプロセスを開始します。ブレードがブートしたあと
で、「GRUB」メニューが表示されます。

注 – 5秒以内にキーを押さなかった場合は、GRUBメニューが画面から消え、表示が
デフォルトでシリアルポートに送信されます。「GRUB」メニューで一時停止するに
は、Enter以外の任意のキーを押します。次に、使用するオプションを選択し、Enter
キーを押して続行します。

「GRUB」メニューで、上下の矢印キーを使用して表示オプションを選択し、Enter
キーを押します。

■ 出力をビデオポートに表示するには、次に示すリストの最初のオプションを選択
し、Enterキーを押します。

Oracle VM Server - ovs (xen-4.0.0 2.6.32.32-41ovs)

■ 出力をシリアルポートに表示するには、リストの 2番目のオプションを選択
し、Enterキーを押します。

Oracle VM Server - ovs serial console (xen-4.0.0

2.6.32.21-41ovs)

注 –表示をビデオポートに出力することを選択した場合、VGAディスプレイと入力
デバイス (USBキーボードおよびマウス)を、ブレードのUCPポートに接続されたマ
ルチポート (ドングル)ケーブルに接続する必要があります。29ページの「Oracle
ILOMへの接続」を参照してください。

4
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Oracle VMインストーラの画面上のプロンプトに従って、先に収集した組織および
ネットワークの情報を使用してソフトウェアを構成します。

インストールが完了したら、次のいずれかの方法を使用してコンソールセッション
を終了します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで「Remote Console」ウィンドウを閉じて、Oracle
ILOMからログアウトします。

■ Oracle ILOM CLIで、Escキーのあとに "("キー (Shift + 9)を押してシリアルリダイレ
クトセッションを終了し、Oracle ILOMからログアウトします。

必要に応じて、Oracle VMソフトウェアを更新します。
81ページの「Oracle VMソフトウェアの更新」を参照してください。

関連情報
■ Oracle VM Serverソフトウェアの取得: http://edelivery.oracle.com/linux
■ Oracle VMテンプレートの取得: http://www.oracle.com/technetwork/

server-storage/vm/templates-101937.html

Oracle VMソフトウェアの更新
システムにインストール済みのOracle VM Serverソフトウェアを使用する場合
は、Oracle VMインフラストラクチャーの管理に使用するOracle VM Managerの
バージョンと互換性があることを確認する必要があります。互換性を確保する必要
がある場合は、使用しているOracle VM ServerまたはOracle VM Managerをアップグ
レードして、両者のバージョンを一致させてください。

Oracle VMソフトウェアのアップグレードについては、次のWebサイトにあるOracle
VMのドキュメントを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.html

http://download.oracle.com/docs/cd/E20065_01/index.htm

5
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Oracle VM入門
Oracle VMの使用方法の完全な情報については、次の場所で入手できるOracle VMの
ドキュメントを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.html

http://download.oracle.com/docs/cd/E20065_01/index.htm

次に、Oracle VM環境の設定に関するヒントをいくつか示します。

■ Oracle SolarisとOracle Linuxの 2つのVMが、インストール済みソフトウェアの構
成プロセスの一部としてブレードにインストールされます。

■ Oracle Linux VMのデフォルト rootパスワードは ovsrootです。

Oracle Solaris VMの rootパスワードは、Oracle Solarisのインストール手順の一
部として構成します。

■ 両方のVMのデフォルトコンソールパスワードは oracleです。

■ ブレードを既存のサーバープールに追加するか、新しいサーバープールを作成し
ます。

典型的なOracle VM配備では、複数のOracle VM Serverがサーバープールにグ
ループ化されます。すべてのサーバーが外部共有ストレージに対するアクセス権
を保有しています。Oracle VM Serverソフトウェアがインストール済みになってい
ると、プール内のブレードを共有ストレージに迅速に配置できます。

Oracle VM 3.0のストレージとサーバープールに関する詳細は、Oracle VMのド
キュメントを参照してください。

■ ゲストVM用の適切なOracle VMテンプレートをダウンロードおよびインス
トールします。

Oracleでは、ビルド、構成、およびパッチ済みのゲスト仮想マシン (アプリ
ケーションによっては複数の仮想マシン)を簡単に配備することができるテンプ
レートを用意しています。これらのテンプレートは、Oracleからダウンロードし
て、Oracle VM Managerを介して配備します。

Oracle VM入門
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テンプレートには、Siebel CRMやOracle Databaseなどの完全なOracleソフト
ウェアソリューション (オペレーティングシステム (Oracle Enterprise Linux)および
内部開発またはサードパーティー製のソフトウェアを含む)を含めることができ
ます。テンプレートは、個々の環境に合わせてカスタマイズすることもできま
す。詳細については、次にアクセスしてください。

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/templates-101937.html

関連情報
■ 77ページの「Oracle VM Server構成ワークシート」
■ 78ページの「インストール済みOracle VM Serverを構成する」

Oracle VM入門
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インストールに関する問題のトラブル
シューティング

このセクションでは、インストールに関する問題のトラブルシューティング方法に
ついて説明します。

次の表に、ブレードのトラブルシューティングに関するタスクを示します。

タスク リンク

ブレードの電源を切断して正常に停止します。 85ページの「ブレードの電源切断による正常な
停止」

ブレードの電源を切断して緊急停止します。

注 –上記のいずれかの手順に従ってブレードを
シャットダウンした場合、保存していない
データは失われます。

87ページの「ブレードの電源切断による即時停
止」

ブレードをリセットします。 89ページの「ブレードのリセット」

サーバーの障害を特定します。 90ページの「ブレードの障害の特定」

ブレードの電源状態をトラブルシューティング
します。

90ページの「ブレードの電源状態のトラブル
シューティング」

ブレードの情報を記録してから保守部門に連絡
します。

91ページの「技術サポート情報ワークシート」

システムのシリアル番号の場所を確認してから
保守部門に連絡します。

92ページの「システムのシリアル番号の確認」

ブレードの電源切断による正常な停止
正常に停止するには、次のいずれかのセクションの手順を実行します。これらの手
順を実行すると、ACPI対応のOSでは、オペレーティングシステムが正常に停止さ
れます。ACPIが有効なOSを稼働していないブレードは、即座にスタンバイ電源
モードにシャットダウンされます。

■ 86ページの「電源ボタンを使用する」
■ 86ページの「Oracle ILOM (CLI)を使用する」
■ 86ページの「Oracle ILOM (Web)を使用する」
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▼ 電源ボタンを使用する
ブレードのフロントパネルにある電源ボタンを押してから放します。

注 –ブレードの電源を完全に切断するには、ブレードをシャーシから取り外す必要が
あります。

関連情報
■ 89ページの「ブレードのリセット」
■ 90ページの「ブレードの電源状態のトラブルシューティング」
■ 91ページの「技術サポート情報ワークシート」

▼ Oracle ILOM (CLI)を使用する
ブレード SPまたはCMMのOracle ILOM CLIにログインします。

システムを正常に停止するには、次のいずれかのコマンドを使用します。

■ ブレード SP CLIで、次のコマンドを使用します。
stop /System

■ CMM CLIで、次のコマンドを使用します。
stop /CH/BLn/System

ここで、nは、ブレードが取り付けられているシャーシのスロットです。

関連情報
■ 89ページの「ブレードのリセット」
■ 90ページの「ブレードの電源状態のトラブルシューティング」
■ 91ページの「技術サポート情報ワークシート」
■ 92ページの「システムのシリアル番号の確認」

▼ Oracle ILOM (Web)を使用する
ブレード SPまたはCMMのOracle ILOM Webインタフェースにログインします。

「Host Management」>「Power Control」をクリックします。
「Power Control」ページが表示されます。

●

参考

1

2

参考

1

2

ブレードの電源切断による正常な停止
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システムを正常に停止するには、次のいずれかのコマンドを使用します。

■ ブレード SP Webインタフェースの「Actions」メニューから「Graceful Shutdown
and Power Off」を選択します。

■ CMM Webインタフェースで、「/CH/BLn/System」の横にあるラジオボタンをク
リックし、「Actions」リストから「Graceful Shutdown and Power Off」を選択しま
す。

ここで、nは、ブレードが取り付けられているシャーシのスロットです。

関連情報
■ 89ページの「ブレードのリセット」
■ 90ページの「ブレードの電源状態のトラブルシューティング」
■ 91ページの「技術サポート情報ワークシート」

ブレードの電源切断による即時停止
緊急停止するには、次のいずれかの手順を使用します。この方法を実行すると、ブ
レード上の保存されていないデータが失われます。

■ 87ページの「電源ボタンを使用する」
■ 88ページの「Oracle ILOM (CLI)を使用する」
■ 88ページの「Oracle ILOM (Web)を使用する」

▼ 電源ボタンを使用する

注意 –即時停止を実行すると、ブレード上の保存されていないデータが失われます。

電源ボタンを 5秒間押し続けると、主電源が切れてスタンバイ電源モードに移行し
ます。

注 –ブレードの電源を完全に切断するには、ブレードをシャーシから取り外す必要が
あります。

関連情報
■ 89ページの「ブレードのリセット」
■ 90ページの「ブレードの電源状態のトラブルシューティング」
■ 91ページの「技術サポート情報ワークシート」

3

参考

●

参考

ブレードの電源切断による即時停止
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▼ Oracle ILOM (CLI)を使用する

注意 –即時停止を実行すると、ブレード上の保存されていないデータが失われます。

ブレード SPまたはCMMのOracle ILOM CLIにログインします。

システムを正常に停止するには、次のいずれかのコマンドを使用します。

■ ブレード SP CLIで、次のコマンドを使用します。

stop —force /System

■ CMM CLIで、次のコマンドを使用します。

stop -force /CH/BLn/System

ここで、nは、ブレードが取り付けられているシャーシのスロットです。

関連情報
■ 89ページの「ブレードのリセット」
■ 90ページの「ブレードの電源状態のトラブルシューティング」
■ 91ページの「技術サポート情報ワークシート」
■ 92ページの「システムのシリアル番号の確認」

▼ Oracle ILOM (Web)を使用する

注意 –即時停止を実行すると、ブレード上の保存されていないデータが失われます。

ブレード SPまたはCMMのOracle ILOM Webインタフェースにログインします。

「Host Management」>「Power Control」をクリックします。

「Remote Power Control」ページが表示されます。

システムを正常に停止するには、次のいずれかのコマンドを使用します。

■ ブレード SP Webインタフェースで、「Actions」リストから「Immediate Power
Off」を選択します。

1

2

参考

1

2

3

ブレードの電源切断による即時停止
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■ CMM Webインタフェースで、「/CH/BLn/System」の横にあるラジオボタンをク
リックし、「Actions」リストから「Immediate Power Off」を選択します。
ここで、nは、ブレードが取り付けられているシャーシのスロットです。

関連情報
■ 89ページの「ブレードのリセット」
■ 90ページの「ブレードの電源状態のトラブルシューティング」
■ 91ページの「技術サポート情報ワークシート」

ブレードのリセット
ブレードを単にリセットする場合は、ブレードの電源を再投入する必要はありませ
ん。

次の各セクションでは、ブレードをリセットする方法の手順を示します。

■ 89ページの「Oracle ILOM CLIを使用してブレードをリセットする」
■ 90ページの「Oracle ILOM Webインタフェースを使用したブレードのリセット」

▼ Oracle ILOM CLIを使用してブレードをリセットす
る

ブレードまたはCMMのOracle ILOM CLIにログインします。

システムを正常に停止するには、次のいずれかのコマンドを使用します。

■ ブレード SP CLIで、次のコマンドを使用します。
reset /System

■ CMM CLIで、次のコマンドを使用します。
reset /CH/BLn/System

ここで、nは、ブレードが取り付けられているシャーシのスロットです。

関連情報
■ 90ページの「ブレードの電源状態のトラブルシューティング」
■ 91ページの「技術サポート情報ワークシート」

参考

1

2

参考

ブレードのリセット
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▼ Oracle ILOM Webインタフェースを使用したブ
レードのリセット

ブレード SPまたはCMMのOracle ILOM Webインタフェースにログインします。

「Host Management」>「Power Control」をクリックします。
「Power Control」ページが表示されます。

システムを正常に停止するには、次のいずれかのコマンドを使用します。

■ ブレード SP Webインタフェースで、「Actions」メニューから「Reset」を選択し
ます。

■ CMM Webインタフェースで、「/CH/BLn」の横にあるラジオボタンをクリック
し、「Actions」リストから「Reset」を選択します。
ここで、nは、ブレードが取り付けられているシャーシのスロットです。

関連情報
■ 90ページの「ブレードの電源状態のトラブルシューティング」
■ 91ページの「技術サポート情報ワークシート」
■ 92ページの「システムのシリアル番号の確認」

ブレードの障害の特定
ブレードの電源投入時に「Server Action Required」LEDが点灯する場合は、Oracle
ILOMをチェックして、システム障害が発生していないか確認してください。

ブレードの障害の特定に関する詳細は、『Netra Blade X3-2Bサービスマニュアル』を
参照してください。

ブレードの電源状態のトラブルシューティング
Sun Netra 6000モジュラーシステムでブレードの電源が入ると、システムはCMMに
照会して、ブレードの電源を入れるのに十分な電力が電源ユニット (PSU)から供給
可能かどうかを確認します。

ブレードの電源投入に十分な電力が得られない場合、CMMはブレードが主電源から
電力供給を受けるのを禁止します。この状態になると、ブレードのフロントパネル
にあるOK電源 LEDが、スタンバイ点滅したままになります。

1

2

3

参考

ブレードの障害の特定
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この電源問題をトラブルシューティングするには、次のガイドラインに従って操作
します。

■ Oracle ILOMのイベントログメッセージを見て、ブレードに電源投入の権限があ
るかどうかを確認します。ブレードの電源投入に十分な電力がシャーシの PSUか
ら得られない場合、イベントメッセージがログに記録されます。

Oracle ILOMイベントログ、または消費電力の監視については、Oracle Integrated
Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリを参照してください。

■ 現在取り付けられているすべてのシャーシコンポーネントの電源投入をサポート
するのに十分な数の電源が、システムシャーシに取り付けられていることを確認
します。

シャーシコンポーネントの電源投入に必要な電源の数については、システム
シャーシのドキュメントを参照してください。

■ 電力損失を避けるため、電源に対するデフォルトのCMM電源管理設定をOracle
ILOMで使用します。
電源管理の詳細は、Oracle ILOM 3.1のドキュメントを参照してください。

注 –電源投入の権限が得られた場合、ブレードのフロントパネルにあるOK/電源
LEDがスタンバイ点滅状態になります。

■ 必要に応じて、ブレードに付属する起動診断ツールを実行する方法につい
て、『Oracle x86サーバー診断ガイド』を参照してください。

関連情報
■ 85ページの「ブレードの電源切断による正常な停止」
■ 87ページの「ブレードの電源切断による即時停止」
■ 91ページの「技術サポート情報ワークシート」
■ 92ページの「システムのシリアル番号の確認」

技術サポート情報ワークシート
このトピックのトラブルシューティングの手順を使用しても問題を解決できない場
合は、次の表を使用して、サポート担当者に伝える必要がある情報を収集してくだ
さい。

必要なシステム構成情報 お客様の情報

サービス契約番号

システムモデル

技術サポート情報ワークシート

91



必要なシステム構成情報 お客様の情報

オペレーティングシステム

システムのシリアル番号

システムに接続されている周辺装置

お客様の電子メールアドレスと電話番号、およ
び代理の連絡先

システムの設置場所の住所

スーパーユーザーのパスワード

問題のサマリーと、問題が発生したときに実行
した操作内容

IPアドレス

サーバー名 (システムのホスト名)

ネットワークまたはインターネットのドメイン
名

プロキシサーバー構成

システムのシリアル番号の確認
ブレードに対するOracle保証サポートが必要な場合は、シリアル番号が必要になり
ます。シリアル番号は、ブレードのフロントパネルに貼付されているラベルに記載
されています。

システムのシリアル番号の確認
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シャーシのシリアル番号が必要な場合もあります。

注 –ブレードおよびシャーシのシリアル番号は、Oracle ILOM CMMで表示することも
できます。Oracle ILOM CMMの使用法の詳細は、29ページの「Oracle ILOMの概
要」を参照してください。

使用している製品のサポートおよび保証情報については、次を参照してください。

http://support.oracle.com

関連情報
■ 18ページの「追加コンポーネント」

システムのシリアル番号の確認
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